


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昼間送電の工が実施されない力－１易化」易 東大震災ら家庭電化が進まない」ｍ ｒＵ＝ の友」）大正1２
百厩彌癩三寶孑蒔商肩､墨臺菫蒔lfWii露鰯葦霧蟇｣東京|財牢人｢同潤会蝿
正厩臺i彌司讓霧ｍ７Ｆｌ蕊藤i;脇局芯ﾝ卜｣の|同潤会ｱﾊﾟｰﾄの初の着工
I露雷壼辮臺瀞(洋裁の普|初の自動式電話開設1５
露ﾐIii言i言;~電気研瀞至市場|學瀞鷺謹競二鯛に出す4）電気かまど批判5）昭和２
5W震i篝婁雰亨雷霧rJl霧轤鰯雲麹邊 －ク株式大暴落（世界ユ
大恐慌の始まり）４
引欝懸攪'１騨皀 農村恐慌深まる失業者32万2,000（内地人口の0.5％）
「組み合せ式台所」（今日のユニット式と発想は同じ）「台所改善資料としての調査」８）｢健康住宅Jと題する設計案の募集9）
官吏の俸給減額実施６
|鰯繍艤鶴;|轤売…難による…７
（７６）
家事労働の共同化の変遷 Ｂ5３
圧二[鰹i塞蔬二頁邇雫１－實爾藍１１霧7ｍｍ献厭;~詫克８91薑化ﾓﾃﾞﾙﾊｳｽを展示し反響をよ
､l慧鱸鞠襯：
「動線」に関する研究論文⑫）台所改善についての文献，雑誌記事多い 俸給生活者の妻の内職盛ん女工１日６時間制開始
11
1２ ｢一汁一菜」の標語
生這箇素化を国民運動とする具体酷懸鰯實語蟄鰯臺体案|｢蝿｣の輌忘三房TTE;万。i霧蕊iｉ霞鱸禦露Izs希
国民服の奨励
砂糖など国内消費抑制婦人労働者増加指数137６年を100として）
石油・木炭配給制となる1４
(昭和
'51繍繍饅鏡繍(署侈品等|全国的に部落会,町内会組織が確立|襄鰯鑿豊二途木炭秒'6１ １菫菫職工突鬘蝶苧議(第２回|生活必需物資の統制始まるrl襄繍識讓瓢｜農村の生活共同化運動お邸’
'81三二:雲騨嘉鞠強化 東京市戦時託児所設立要項空襲下の共同炊事を訓練 蠣慧活簡素化実施要綱決定|講露騨鑿轤同職1９
201霧思議鑿憲鑑産を再開4）
表２の註
１）藤根大庭『理想の文化住宅』アルス大正12年
２）橋本耕之介『家政能率の新研究』宝文館大正13年
３）－源尾登『文化小住家』文化建築社大正13年
４）三菱電機㈱『三菱電機社史，創立60周年』昭和５７
年
５）甫守ふみ『現代家事上の巻』晩成処昭和２年
６）時事新報家庭部『家を住みよくする法』文化生活
研究会昭和２年
7）『健康増進のために家庭生活を如何に改善すべき
か』簡易保険局昭和３年
８）『建築と社会』Vol､14,No.９昭和６年
９）日本建築協会『健康住宅設計図案集』大阪時事新報社昭和６年．
10）『建築と社会』ＶＯＬ13,No.１１昭和10年
11）『今日の住宅』東京朝日新聞昭和10年
12）西山夘三「建築計画に於ける動線」，『建築学研
究』Vol､１４,第80号昭和11年
13）中村寛「講演アパート住ひの便否｣，腱築雑
誌』昭和７年３月
14）大阪市立生活科学研究所環境課『家事労働』厚生
科学研究会昭和７年
炉，－知１．１叩も‐眼腕‐Ｉ咄ｍＨｄ（。、．ｑ・Ⅱ印肌仙叩ＩⅢＩ‐－トｌＨＩ仏小。ⅢⅡ１‐池田■。．Ⅶｐ・‘⑩，‐・可・’１，１１℃。』’９１二・・４１．－彗川・山ｑい●叩刈Ｊ刃呵Ｈ灼伺Ｊ山旧Ⅱ●Ⅲ叩０１－；｜Ⅲ〃柏＃Ｕ刊：叩血呵刈Ⅲ切悸撹蝿川刺川叫⑰川何山川蜘川刊Ｎｉ、扣因朗呵旧佃旧何ⅡⅢＨＮⅡ和川副ⅡⅢⅡｎⅢⅢ汁勾旧旧Ⅱ‐ⅦⅢ。
になってきたその背景について考察し，家事労働の共
同化が住生活問題の一つの解決策として位置づけられ
ていた経過を示した．
今日でも，家事労働合理化の考え方の根底には，家
事労働を私事とみなし，女性を「天性の担い手」とす
るいわゆる性別分業意識が横たわっている．そしてそ
の意識を前提とする商品化という方向の合理化が主に
進められている．では，今後，家事労働の共同化は，
住生活にとっていかなる意味を持つものなのか，ある
いは持たせていくべきものなのか，について，本研究
をさらに深めていきたいと思う．
参考文献
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